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論文審査の結果の要旨 
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 心電図の QT時間は心筋細胞の活動電位持続時間を表し、QT 延長は不整脈の発症や突然死の危




告はない。本研究では 2 型糖尿病患者の QT 時間と臨床背景、特に細小血管合併症の数や重症度
との関連について検討した。 
 血糖コントロール不良のため当院の糖尿病・内分泌代謝内科に入院した 219 名（男性 151 名、
女性 68名）の 2型糖尿病患者を対象に、心電図補正 QT時間（以下 QTc）と臨床背景との関連を





 対象患者の平均 QTcは 430±22msec（mean ± SD）であり、35％で QTc 延長が認められた。女性、
インスリン治療、糖尿病罹病期間、BMI、収縮期血圧は QTc と関連していた。細小血管合併症の
有無と QTcの関係では神経障害（435 ± 20 vs. 424 ± 22 msec, p = 0.0005）、網膜症（438 ± 21 vs. 427 




 以上より進行した細小血管合併症を有する 2 型糖尿病患者は QT 延長に関連した致死性不整脈
の発症、突然死の危険性が高いことが示唆された。 




 本論文は 2 型糖尿病患者の診療において細小血管合併症を有する場合には QT 延長に注意を喚
起する臨床研究と考えられた。以上より本論文は学位論文として価値あるものと認定した。 
